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付記参考文献英文タイトル本論「第一章」
　書法編・ 「魯相韓敕造孔廟禮器碑」の筆意研究（一）の続き
「三」 、 「魯相韓敕造孔廟禮器碑」の結体の研究
魯相韓敕造孔廟禮器碑の一文字の中の力の変化を検証していく。主となる波磔をより美しく強調する為、文字の胴を引き
締めることが多々確認できる。
挿図・６「青」の文字から検証を進める。碑陽書き出しから第六文字目にあたる。全体、細い線が主となっている。三横
画の横への伸びやかさに対して、 「月」部分が締まっていることが確認できる。その為、第四画目の横画が大変長く伸びやかに見えてくる。更に波磔がより一層、横への伸びやかさを強めている。上部での横へ 限りない伸びやかさに対して、下部での胴体 引き 。 れにより波磔がより美しく見せられ、更に全体 明るく伸びやかになって る。
挿図・６、第七文字目の「龍」の文字をみる。偏部分にも横画が六本確認できるが、平行 引かずに て変化させてきて
いる。上 の「立」 部分を多少右上 りに 、大 く横幅広に構えている。それを受け「月」部分 上部を幅狭に構え、左波磔に力を大きく働かせ い 旁の右波磔も最大に大きく力を働かせ 為、文字の胴体がよく引き締まってきている。この関係で、左右両方へ 波磔がより伸びやか 強調されて る。
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挿図・６、第十文字目の「歎」の文字をみる。扁の横画五画の傾きの変化を見ると、最初右上がりだったのが徐々にその
傾きが緩やかになり平行となってきている。中ほどで横画を短くし胴を引き締める結体をとっている。旁部分第四画目の縦画は寝かせず立ってきている。第三画目と最終画の内へと外への力もより強調され、文字全体の胴体の引き締めが行われている。その為、波磔がより伸びやかに強調されている。
挿図・６、第十二文字目の「月」の文字をみる。第一画目を大きく湾曲させるように運んでいる。左波磔は大変大きく運
んでいる。第三画目も内側へと反 気味に運んでいる為、文字全体の胴体が引き締まってきている。
挿図・６、第十四文字目の「霊」 文字をみる。 王 部分の第一、 二画目の横画を短く運んでいる為、文字全体としての
胴体がより引き締まってきている。最終画の横方向への波磔の働きが、どこま も伸びやか運んでいく力をより強調してくる。
挿図・６、第十五文字目の「皇」の文字をみる。上部「白」を逆三角形の形に構えてきている。また「王」部分の第一、 二
画目を短く運ぶ為、文字全体としての胴体が引き締まった形となってきている。
挿図・７、第二十一文字目の「河」の文字をみる。最終画の縦画であるが、真下方向に直線ではなく一呼吸アヤをつけて
いる為か、文字全体としての胴体が引き締まった形となってきている。
挿図・７、第二十三文字目の「京」の文字をみる。第 画目を横長に大きく構え、 「日」部分を向勢ではあ が幅狭に構え、
第八、 九画目で左右へ大きく力を働かせて 為、文字全体としての胴体が引き締ま た形 なってきている。
挿図・７、第三十一文字目の「胥」の を見る。 五画目での横への伸びやかさに対して 月 で細身に構え、
更に左波磔を大きく派手に運ぶ為、文字全体としての胴体が引き締まった形とな きている。
以上、挿図・６、７に於いて特に胴体の引き締めが強い箇所 検証してきた 主となる波磔をより美しく強調する為 文
字の胴体の引き締めが重要な要素のひとつであることが多々確認できた。
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　文字の胴体の引き締めに関連して、魯相韓敕造孔廟禮器碑を臨書していくと、かなり自由な構え方をしていることに気が
付く。引き締めるのに窮屈に見えてこない理由を門構えを一例として検証していく。門構えの文字については、碑陽で二箇所、碑陰で一箇所確認できる。
挿図・８、碑陽の書き出しから第二一九文字目の「聞」の文字をみる。第一画目の起筆を右下部方向へ大きく打ち込んだ
後、真下方向ではなく左下部方向へと大きく湾曲し がら運んでいき、その後左方向への大きな波磔へと運び、胴体を引き締める形をとっている 左右の門を見る 、上部はきっちりと揃えて るのに対し、下部は高低の段差をつけている事が確認できる。左門に対し右門を下げてきてい 。
挿図・８、碑陽の書き出しから第二七五文字目の「
闓
」の文字をみる。第一画目の起筆は蔵鋒で強く当たり、その後右横
方向に運び大 く湾曲させていく。左波磔は大き 。前出の「聞」の文字 同じく左右 門に高低の段差をつけている事が確認できる。門構えの上部は左右ほぼ揃えているが、下部は左門を高く右門を低く極端に段差をつけている。第一画目の大きな彎曲により、文字の胴体引き締めが強く働いている。
挿図・８、碑陰一段目の十六行目第二文字目の「間」の文字をみる。第 画目の起筆は、下部から蔵鋒で当たり、下部へ
と緩やかに運んでい 左波磔は大きい。湾曲は緩やかである。その為か、碑陽よりは寛いだ感があるか。結体は、碑陽の門構えの文字と同様、上部の高さは粗揃えているが、下部は 門を高く右門を低く高低の段差をかなりつけている事が確認できる。
以上、碑陽二文字と碑陰一文字の門構え 文字、合計三 を検証した。共通していえるのが左門を高く 右門を低く高
低の段差をつけており、全部揃えるのではなく上部で揃え と下部で軽くそらすような、どこかで譲る書き方をしているこれが魯相韓敕造孔廟禮器碑の気詰りを感じさせない理由の一要素と考える。
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「四」 、 「魯相韓敕造孔廟禮器碑」の波磔の研究
魯相韓敕造孔廟禮器碑は、隷書体の中でも波磔の著しい八分隷の代表的存在である。結体は扁平、一字一波、逆入平出の
三要素は確認してあるが、今回はその波磔の検証を進める。
挿図・７、 「河」の文字をみる。碑陽の書き出しから、第二十一文字目にあたる。第一・二・三画目とリズミカルに に
よるサンズイ。三画の力の働く方向の変化も面白い。そ 後、第四画目の起筆はその上下のリズムにのって大きく逆入。その反動で運んでいき、軽めの波磔へと展開している。 「口」部分は扁平に納め、最終画 縦画は直ではなく「Ｓ」字を書くように運び、その後下部で当たっ から左方向に大きく強く押し出してい
挿図・７、第二十二文字目「南」の文字をみる。波磔はない文字 ある。 一画目の収筆箇所は止めてはいないが、波磔
は確認できない。
挿図・７、第二十三文字目「京」の文字をみる。第一画目の点の起筆は、蔵鋒で当たり右下部方向 力を働かせた後、第
二画目の起筆方向の左下部方向へと開 た筆を閉じ いっている。第二画目の起筆はそれを受け、蔵鋒で強く当たりその反動で右方向へと運ん いっている。起筆 開いた筆が送筆中央辺りで一旦閉じて き、波磔で筆を開ききるまで緩やかに運び、その後右上部方向へと一気 筆を閉じ波磔は短めとな て る。こ 波磔に呼応するかのように第八画目の点 、左下部方向に長くはらい出し、最終画の点は閉じていた筆を一気に開き右横方向へと力を抜いていっている。
挿図・７、第二十四文字目「韓」の文字をみる。偏と旁ともに、上半身分間布白で運んで っている。第十六 縦へ
降りてきてからの横画 、真ん中で折る様 気持ちで運んでいる。波磔では、閉じていた筆 一気に開き、筆をよく沈めてから右上部方向に短めに力を抜ききってい 。
挿図・７、第二十五文字目「君」の文字をみる。第一画目の横画は平行ではなく、右下部方向へと下がり気味に運んでい
る。一旦外して第二画目の縦画起筆 第一画目の収筆部分にしっかりと蔵鋒で接合させ左下部方向へと運んでい 。第三
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画目の起筆は蔵鋒で強く当たり、開いた筆を閉じながら右方向へと運んでいき、波磔では閉じていた筆を右下部方向に一気に開き力を沈め、右上部方向へと厚く短く力を抜いていっている。
挿図・７、第二十六文字目「追」の文字をみる。第一画目と第二画目の中の縦一画は臨書時不要である。最終画の波磔は
大きく長く見せている。起筆で強く蔵鋒で当たった後、一旦上部へ持ち上げ開いた筆を閉じ その後徐々に筆を沈め開いていき、鋒が開ききった後右横方向へと厚 大きく呼吸長く力 抜きき シンニョウ箇所は、上部二画は外から内へと力を働かせ、下部二 は内から外へと力を働かせている。そのため結体左側の拡がりを受け、最終画の波磔 大きく長く運び全体の力のバランスをとっている。
挿図・７、第二十七文字目「惟」の文字をみる。第十一画目の横画収筆箇所に波磔が確認できる。起筆は蔵鋒で強く第七
画目縦画の下部に当たり、その反動で右横方向へ運ん いき、中央部ではやや筆を閉じ、波磔では下部へ押し込むように筆を沈め、右方向へ熱く短く力を抜いてい
挿図・７、第二十八文字目「大」の文字をみる。第二画目の収筆は開ききったところで上部方向へ持ち上げている。第三
画目の収筆箇所ははっきりしな が 他の箇所と比較検証すると波磔があると考えられる。
挿図・７、第二十九文字目「古」の文字をみる。第一画目の起筆は、蔵鋒で当たり、息長くゆったりと右横方向へ運んで
いく。波磔は、鋒が開いてからもゆったりと呼吸長く柔らかい運びとなっている。
挿図・７、第三十文字目「華」の文字をみる。第十画目の起筆は、大きくじっくりと蔵鋒で当 り、開い 筆を閉じなが
ら右横方向に運んでいき、中央部の鋒の閉じた所から一旦下部方向に押し込むように筆を沈め、深く力がかかってから右上部方向に派手に力を抜ききっている。波磔は、特に派手である。
挿図・７、第三十一文字目「胥」の文字をみる。胥字の異体である。第五画目の起筆は大き 下部から蔵鋒で当たり、下
部に降ろしてきてから左でしっかりと強く当たり、その反動で右横方向に運んでいき、波磔へ 徐々に力を加えて ってい
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る。波磔の上部は平らになっているのがこの場面での特徴。それを受け、 「月」の第一画目の収筆波磔は強く大きく運んでいる。 「月」の傾き方にも意匠があ 。
挿図・７、第三十二文字目「生」の文字をみる。最終画起筆部分は、第三画目縦画の真下方向への力の働きを受け、強い
逆入により筆はしっかりと開いている。送筆でそ 後、筆はしっかりと閉じていき大きく長い波磔へと運ばれていく。中央部分までを①。その後、波磔までを②。波磔を③と三段階のリズムで運んでいっ る。起筆での強い逆入を受け、大きく長い波磔で受け応えし ことが確認 きる
挿図・７、第三十三文字目の「皇」の をみる。最終画の起筆部分は、第八画目縦画の真下方向へ 働きを受け逆入し
ている。その逆入の反動で運んでいき、波磔 は一旦強く下方へ押し込んでから力を抜いていっている。ここで 波磔は前文字の「生」字に比べ短いが、筆の閉じ開きはテキパキとはっきり し、力も漲っている。
挿図・７、第三十四文字目の「雄」の文字をみる。第十二画目の起筆は、蔵鋒で第八 目下 にしっかりと当たり接合し、
その逆入の反動で少々上部に吊り上げ そ 後右下部方向へと運んでい 小さ目の波磔へと展開して る。
挿図・７、第三十五文字目の「顔」 文字をみる。この文字については、傷みも激しくはっきりしない所もあるが、前後
して第九画目に波磔があると考えられる。
以上、挿図・７の各文字の波磔を検証してきた。各 で 波磔は、筆が開ききるまでのその沈め方や深さ力を抜いてい
く方向、更には波磔 呼吸 長さや力の深浅など、各文字の他点画 の関係で様々に変化していることが確認 きた 同じ波磔でも随分と息遣いが違うこと 確認できた。これを臨書時に生かせる かどうかは、普段の半紙錬成しかないのかも知れない。
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「五」 、 「魯相韓敕造孔廟禮器碑」の左軽右重の研究
魯相韓敕造孔廟禮器碑の文字に於ける力のバランスを検証していく。隷書では「左軽右重」という動的要素の強いものが
多い。左に軽く右に重いとは一体どの様なことであろうか。隷書の大きな特徴のひとつに波磔があるが、それがこの原因であることは確かなようである。その著しい例として魯相韓敕造孔廟禮器碑があるが、以下その文字を採り上げ検証していく。
挿図・９、 「祖」の文字をみる。碑陽の書き出しから、第一六二文字目にあたる 最終画の波磔が深く軟らかく右上部方
向へ特に変わった力の抜き方をして る。左軽右重の構えをとっている
挿図・９、第一六三文字目の「
梪
」の文字をみる。偏と旁の関係をみると、偏を縦長に構え旁を横長に構えている。偏の
軽やかな運びに対し、最終画 波磔は厚く切れ味よく運んでいる為、左軽右重の関係が成り立っている。
挿図・９、第一六四文字目の
籩
」の文字をみる。シンニョウの四つの点の働きが面白い。最終画は、送筆途中で働きが
あるものの、強く大きく運んでいっている。右下部方向への力の働きが大変強く、左軽右重の構えとな
挿図・９、第一六五文字目の「
柉
」の文字をみる。偏よりも旁を低く構えている。最終画の波磔は、呼吸が長く大きい。
左軽右重の構えをとっている。
挿図・９、第一六六文字目の「禁」 をみる。第十画目は、起筆から強く大きく筆を開き蔵鋒。その力を持って、厚
く長大に引いていっている。その波磔は、テキパキとした運びで深 筆を沈め右上部方向へ力 放っている。左軽右重の関係が成立してくる。
挿図・９、第一六七文字目の「壺」の文字をみる。第一画目から 九 までは、軽やかに細見の線で運んできている。
最終画は、起筆からよく筆を開い おり、線も太く座りが良い。その波磔は、一旦深く て厚く右上部方向へ向け遠く放っていっている。このド派手な波磔 影響で 左軽右重が成立してくる。
挿図・９、第一六八文字目の「脩」の文字をみる。偏よりも旁を下げて構えてきている。特に「月」部分の縦画を大変長
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く構えてきている。第七画目の波磔は厚く大きい。左軽右重の構えをとっている。
挿図・９、第一六九文字目の「飾」の文字をみる。偏よりも旁を下げて構えている。これにより左軽右重の関係が成り立
ってくる。最終画の縦画をひと揺すりしているところが面白い。
挿図・９、第一七〇文字目の「宅」 文字をみる。第一画目の点は、小さいながらもはっきりと打っている。最終画は、
一旦左下部方向へ下ろし から、右方向へ大きく運んでいる。第六画目と最終画のゆったりとした波磔による大きな空間をもって左軽右重の構えをとっ いる。
挿図・９、第一七二文字目の「更」の文字をみる。第七画目は真直ぐ下ろしてきた後、左方向へ平らに運んでい
最終画は、右下部方向へ大変強 力を働 せている。その波磔は筆の閉じ開 もはっきりしていて、派手であ 第七画目を平らにし、それを受け最終画をぐっ 下げ左軽右重の構えをとっ 。
挿図・９、第一七二文字目の「 」の文字をみる。第一画目の起筆は、蔵鋒で当たりそ まま並行に運んでいっ
第二画目は、縦 一画打 からそれにぶつけるように蔵鋒で当たり、 へと運んでいっている 強く大きい波磔の為、左軽右重の構えとなっている。
挿図・９、第一七三文字目の「輿」の文字をみる。上部の細線で運ばれている箇所と、主となる波磔のある太くて大きな
動きのある線と、最後の点二つ。それぞれの点画が接し離れ 微妙な間をとりつつ構成されていることが確認で る。波磔があり左へ引っ張り 右に引っ張りと実に絶妙な力のバランス 保 て 左右への力のバランスと風通しの良い結構により、明るさと暢びやかさが醸し出され 左軽右重の構えとなっ いる。
以上、挿図・９の碑陽書き出し第一六二文字目の「祖」の文字から、第一七三文字目の「輿」の文字までの合計十二文字
を検証してきた。全体を通し多用な要素も関わ 、左軽右重 動的要素の強いものが多 こ が確認できた。
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「六」 、 「魯相韓敕造孔廟禮器碑」の空間の研究
分間布白という隷書体や篆書体の結構上の一原理があるが、どの様なものなのか。そもそも、均衡にする結体は、殷時代
の甲骨文のころに萌芽し、西周時代の金文では著しく認められ、秦時代には更に美しく装ってきている。隷書体にもこの原理は受け継がれてくる。魯相韓敕造孔廟禮器碑の文字を採り上げ、分間布白が隷書体に踏襲され のかを確認していく。
挿図・１０、 「圖」の文字をみる。碑陽の書き出しから第三二五文字目にあたる。横画が全部で九本あるが、その間隔を
測ってみた。上から二ミリメートル、二ミリメートル、二ミリメートル、二ミリメートル、一，五ミリメートル、一，五ミリメートル、一，五ミリメートル、二ミリメートルであった。下部の「回」 箇所で〇，五ミリの差はあるが、粗等間隔で間をとってき いる
挿図・１０、第三二七文字目の 陰 コザト扁については、線が作り出してくる中 空間は大小 関係が
確認できる。旁部分は、横画が全部で四画確認でき その横画が織り成してくる空間を上か みていくとートル、二ミリメートル、二ミリメートルと粗等間隔できている。
挿図・１０、第三二九文字目の「讖」の文字をみる。ゴン扁を順にみていくと、三ミリメートル、二ミリメートル、二ミ
リメートル、三ミリメートル、三ミリメートルと、上下で一ミリメートルの誤差はでてき い が、粗等間隔 運んできている。また旁部分をみると、上から二 、三ミリメートル 二ミリメートル、二ミリメートル、二ミリメートルと一箇所以外は全て二ミリメートルで運んできているこ が確認 きる。
挿図・１０、第三三一文字目の「作」の をみる。旁部分には、三横画確認できる。そ 間をみていくと上から 三
リメートル、三ミ と粗同じ空間をとっている。
挿図・１０、第三三三文字目の「義」 文字をみる。第二画目と第五画目の空間は、二，五ミリメートル。第五画目と第
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七画目の空間は三ミリ。第八、第九、第十一、第十二画目が織り成す空間も上から二ミリメートル、二ミリメートル、二ミリメートルと粗同じ空間をとってきている。
挿図・１０、第三三七文字目の「奥」の文字をみる。奥字の異体である。横画は全部で五画確認できる。上から順にその
空間をみていくと、三ミリメートル、四ミリメートル、三ミリメートル、三ミリメートルと粗同じ間をとってきている。
挿図・１０、第三三九文字目の「穆」 文字をみる。旁の「白」部分の三横画の空間をみると両方とも二ミリメートルで
ある。第十一、 十二、 十三画目の点については、はっきり見えないが、やはり等間隔で打っているものが多く確認で る。第十四、 十五、 十六画の左斜 の間隔は三ミリメートル 三ミリメートルと粗同じ間をとってきている。
挿図・１０、第三四〇文字目の「韓」の文字をみる。扁では横画が五画確認できる。その間をみていくと上から、二，五
ミリメートル 二ミリメートル、二ミリメートル、四 メートルと上部三箇所の空間については、粗同じ 隔をとってきている。旁部分では、横画が全部で六画確認できる。その間を上からみていくと 二 、
二ミリメートル、二，五ミリメートル 二，五ミリメートル、と粗等間隔をとってきている。挿図・１０、第三四一文字目の「君」の をみる。全体細い線で運び、ゆったりと構え 横画は五 確認できる。
その空間をみ くと上から、四ミリメートル、四ミリメートル、四，五ミリメートル、四ミリメートルと粗同じ をとってきている。
以上、挿図・１０の碑陽書き出しから第三二五文字目の「圖」の文字から数例を挙げて、線と線が織り成す空間を検証
しきたが、ほぼ等間隔 とっている事が確認できた。これをど 様に解釈していくか。一本の線同士が生み出していく空間。その空間を出来るだけ等しくし こうとする空間意識 千八百年前の漢人 意識を学ぶことが出来
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「七」 、 「魯相韓敕造孔廟禮器碑」の転折部分の研究―
「転折時のわずかな間」
― 　
魯相韓敕造孔廟禮器碑における転折部分に注目していく。比較対象として唐時代の欧陽詢書「九成宮醴泉銘」を扱ってい
く。唐時代の楷書ということで魯相韓敕造孔廟禮器碑とは四七六年の差はあるが、隷書と楷書の決定的な違いについても検証していく。
　挿図・１１、唐時代・欧陽詢・九成宮醴泉銘の「明」の文字をみる。第二画目の右肩、転接部分をみると、横画を引いた
後、四十五度で当たりそ まま真下方向に運んできている。右肩、 接 では筆は紙から離さず当たった反動でそのまま真下方向に運んできている。その為、角が二箇所確認できる。
　挿図・１１、漢時代・魯相韓敕造孔廟禮器碑の「明」の文字をみる。碑陽の書き出しから、第四六〇文字目にあた 。第
二画目の右肩、転接部分をみると、横画 収筆部分を止めず軽く抜き、一呼吸おいてから、下部ら蔵鋒で接合部分に当 り、縦画を引いてきている。第八画目の右肩、転接部分をみると横画の収筆部分を止めず軽く抜き、筆が紙から離れ一呼吸おいてから、下部 蔵鋒で接合部分に当たり、縦画を引 てきている。そ 為、曲り角が直角となっている。
　以上、九成宮醴泉銘と魯相韓敕造孔廟禮器碑の「明」字の右肩・転折部分を比較して たが、楷書と隷書の決定的な違い
は、九成宮醴泉銘では転折時 紙から筆 離さずそのまま縦 を引くのに対し、魯相韓敕造孔廟禮器碑では、紙から を離し蔵鋒で当たるという違いが確認で た。挿図・１２において、同じく転折部分の検証を進める。
　挿図・１２、第四五六文字目の「声」の文字をみる。第四画目 転接部分をみると、右方向へ運んだ後、筆は一旦紙から
離れ、改めて一呼吸おいてから、下部ら蔵鋒で接合部分に当たり左下部方向へ運んでいっている。その為、曲り角が直角と
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なっている。第十画目の右肩転接部分をみると、横画を引いた後、一旦筆を紙から離し、改めて蔵鋒で横画収筆部分にしっかりと接合してから左下部方向に運んできてい 。その為、角が一箇所確認できる。
　挿図・１２、第四五八文字目の「億」の文字をみる。第十画目の右肩転接部分をみると、右横方向へ軽く運んだ後、筆は
一旦紙から離れ、改め 一呼吸おいてから、下 ら蔵鋒で接合部分 越え少し上部に出た後、下部方向に運んでいっている。ここでは一旦筆を外し のが鮮明な が確認できる。
　挿図・１２、第四六二文字目の「名」の文字をみる。第二画目の転接部分をみると、右下部方向へ運んだ後、筆は一旦紙
から離れ、改めて 呼吸おいてから、下部ら蔵鋒で接合部分に当たり左下部方向へ運んでいっている。その為、曲り角が直角となっている。 「口」部分の右肩転接部分をみる。横画を引いた後、一旦筆を紙から離し、改め 蔵鋒で横画収筆部分しっかりと接合してから下部方向に運んでき いる。その為、曲り角が直角となっている。
　挿図・１２、第四六三文字目の「
勑
」の文字をみる。旁「力」部分の右肩転接をみる。右下部方向に運んだ後、筆を一旦
紙から離 、改めて下部から蔵鋒でしっかりと接合させている。その為、曲り角が直角になってきている。
挿図・１２、第四六四文字目の「字」の文字をみる。第三画目の転接部分をみると、右方向へ運んだ後、筆は一旦紙から
離れ改めて一呼吸おいてから、下部 接合部分に当たり左 方向へ運んでいっている。その為、角が一箇所確認できる。
挿図・１２、第四六六文字目の「節」の文字をみる。第四画目の転接部分をみると、右方向へ運んだ後、筆は一旦紙から
離れ、改めて一呼吸おいてから、下部ら蔵鋒で接合部分に当たり真下方向へ運んでいっている。その為、曲り角が直角となっている。第十画目の右肩転接部分をみると、右方向に横画を引いた後、一旦筆を紙から離し、改めて蔵鋒で横画収 部分にし かりと接合し から左下部方向に運んでき いる。その為、角が一箇所確認できる。
以上、挿図・１１、 １２において各文字の右肩・転折部分を検証してみた。魯相韓敕造孔廟禮器碑では、その箇所で紙か
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ら筆を離し蔵鋒で当たるという運びが確認できた。この転折時の一呼吸のわずかな間が、面白く大変難しい。「第二章」
日本近代大家魯相韓敕造孔廟禮器碑考証日本近代大家の魯相韓敕造孔廟禮器碑日本近代大家（日下部鳴鶴・比田井天来・川谷尚亭）の魯相韓敕造孔廟禮器碑研究の検証。対象は、明治の三 一人・日下部鳴鶴、初代芸術院会員・比田井天来。川谷尚亭。この三者から検証する。近代の日
本では魯相韓敕造孔廟禮器碑がどのように受けとめられて るのか。大家の魯相韓敕造孔廟禮器碑から考察する。
日下部鳴鶴・天保九年八月十八日（一八三八）～大正十一年一月二七日（一九二二）は明治時代 書家 本名は東作。字
は子暘。別号に東嶼、翠雨、野鶴、老鶴、鶴叟などがある。巌谷一六・中林悟竹と共に明治の三大家と定説化されてきている。中国六朝時代の書法の影響を多大に受けており、江戸期までの和様書法から唐様書法へと、日本の書法にルネッサンスを興した。更に、数多くの弟子を育成。現在でも彼の流派を受け継ぐ書道家は極めて多い。鳴鶴 流派は鶴門と呼ばれ、その門下生は三千人を えたと伝わる。また揮毫した碑は千基とも言わ る。現在でも石碑 数では、鳴鶴を超える人物はいない。一八三八年、彦根藩士・田中惣右衛門の次男として生まれる。初名は八十八、のちに東作と改める。一八五九年、二十二歳時に同じ彦根藩士・日下部三郎右衛門の養子となる。しかし一八六〇年、藩主井伊直弼が桜田門外で暗殺されたため禄は大幅に減り生活 困窮した。その後、上京、書道研究に専念する。明治維新後 新政府に徴用され太政官に勤める。内閣大書記官と る しか 、当時の上司大久保利通が紀尾井坂の変で暗殺さ たことを機に退官。書道 更 専念する。特定の人物に師事してはいない しか 二十代時には、既に亡くなってい 貫名菘翁の書に傾倒しており、四十代時には、来日してい 楊守敬のもとで碑学、六朝書 篆隷の研究を行っている。そ 後は中国書法 研究 すすめ六朝 を基
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盤に独自の書風を確立し多くの弟子を育てることとなる。また中国に渡航し碑文研究を深めると同時に呉昌碩等の文人と交流している。その一方で碑文の揮毫や雑誌の刊行、等に努めた。一九二二年、八五歳でその生涯を閉じる。鶴門の四天王といわれる渡邉沙鴎・近藤雪竹・丹羽海鶴・比田井天来を代表として数多くの門人を輩出した。
　「書訣」池田常太郎編纂・岡添虎太郎発行・文會堂書店（大正六年十二月）の中に、 「後漢初期の書體」として孔廟禮器碑
の記述が確認できるので以下に示す。「書訣 　後漢初期の書體後漢に至つては、各地故吏が、競うて其の府主の徳を頌し、立碑郡邑に遍ねく、見存のものゝみにても、無慮百餘に達し、姿態縦横、眞に刻石の盛を極め、字體は隸 を用ひて居るのであるが、それと同時に、其 隸書には、誤字が少なくないとて、これを正す爲めに、許愼は、 「説文解字」十五篇を著はしたと云ふことである。潘孺初の説に據れば、 「孔廟禮器碑」は、帆方整峻潔であつて、宛も楷書に「廟堂」 「醴泉」あるが如く、自づから是れ分書の正宗である、然れども
鄐
君開通
褒斜道碑」の縦横排 　なる、 「元 三公山碑」の、體、篆分 兼ねたる、 「西狹頌」の方整 、 「武榮」 鄭固」の淳古なる、「石門頌」の飄逸なるが如き、各々面貌があって、各々妙境に臻つて居る所は、皆な後人の能く凝議すべき所でないと、此の數語は、則ち漢碑 梗概 盡したものと云ふべきである。 禮器 は、王蒻材が、力を極めて、これを推崇して以來、遂に漢分第一となつたのであるが、 開通褒斜」は、楊守敬の所謂、其の字體廣狹參差齊しからず 天然の古秀 宛も石絞如く、百代以下、從て＿擬するものなし 之を神品と謂ふと曰つて居る程 文字で、碑は現に陜 省褒城 石門に在り、永平四年の建造に係る。又「祀三公山碑」は、篆 隸書を兼ねた 一種 奇作であり、 「嵩嶽三闕銘」は、漢代に於ける唯一の篆書と云ふべく、李斯の筆意を窺ふに足るべきは 此の碑を措いて 他に求むることは出來ない。嵩嶽三闕とは 「嵩嶽太室神道石闕」 「同少室石闕」 「同開母廟石闕」の三つを云ふので、太室は、元初五年四月 呂常これを造り 河南省登封府嵩山に在り、少室は 登封府の西十里、刑家舗の西南に在り 開母 延光二年 作で、登封府の北十里 崇福観にあ 。
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其の他尚ほ、前漢古隸の風を窺ふべきものに、 「敦煌太守裴岑紀功碑」がある、之は順帝の永和年間に建設したもので、波磔を以て特色とする後漢の八分とは、遙かに其の書體を異にして居る。後漢の特色として、専ら波磔を逞うする所の八分は此の以後盛んに行はれたものである、八分とは隷書八分に、篆書二分が加って居る所から、斯く名づけたと云ふ説もあるが、それに就て、鳴鶴翁も、唯だ八分と云ふだけでは、 が八分だか篆書が八分と云ふ名が起つたと云ふ説の方が、宜からうと謂つて居られた。 （考）という孔廟禮器碑に関する記述が確認できる。中国の潘孺初や楊守敬などの評論を例に挙げ、孔廟禮器碑の価値観とその重要性を他の漢碑とも比較しながら べておられまた、同じく「書訣」内に「八分の妙境」として「孔廟禮器碑」を扱っているので、その箇所を示す。「書訣《八分の妙境》縦横古拙、東漢人の傑作、漢分の妙境と云うべきは、 「楊孟文石門頌」及び「楊淮表記」であって、共に陜西省褒城の東北五里、褒斜谷石門の厓にあり 字晝皆な石勢 因て之をなし、書味津々として掬すべきもの ある。併し古來漢隷の第一と稱せられ 最も名高いものは、魯相韓勅が、孔子廟の禮器 造った謂は を記 、 陰には、常時の義捐者の姓名を録したところの「孔廟禮器碑」である 此の碑は、山東省曲阜 孔子廟に在り、所謂性情形質、二つながら兼ね備えた所 、八分書中の傑作である。漢隷の名家た 蔡邕が 得意 筆として傅へらるゝものに、 「漢廓有道先生之碑」一に 郭太碑」 叉は「郭林宗碑」と云ふものがある、建寧二年に建てられた原碑は、夙に亡びて、其の拓本すら絶無僅有であるのみならず、同人の手になる、有名なる「漢の石經 も、原碑は云ふのが、漸く三本だけ、字内に遺つ 居る。是等は固より隸書を學ぶものゝ、必らず觀 べき書 が、また「武都太守季翕西狭頌」云ふものがあつて、其 風は、方勁雄偉、截鐵 折刀頭と稱し、鐵を截り、刀を折つてやうな 一種險勁の風氣を開いたもので、魏晋に於け 此の書風 源を爲すものである。
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（考）楊守敬日く、 「曹全碑」の流美なる、 「白石神君碑
｣
の柔潤なる、己に漢季のことゝて、吉意稍や漓しと云ふべく、カめてこ
れを學んだ 　伯昂が、隧に次乘に落つるを免れない所以は、此にある。毛鳳枝日く、東漢の初め、 「
鄐
君開石門道記」 、 「裴
□紀功碑」 「北海相景君銘」は均しく古隷の遺意を得て居る。其の後楷法が既興つて 字體益々精整に至り、束漢の八分は、遂に千古の勝を淡擅にし 其の時の、碑額の篆法にも、亦た觀 べきものが多い。 「西狹頌」の額 　「惠安西表」の四字、 「孔彪」 、 「景君銘 、 「韓仁銘」の諸碑額、及び「尹宙碑」の額、 「從銘」の二字は、均しく茂密で、曹魏の 廬江太守范式碑」の額の、篆法また極めて隹である。という孔廟禮器碑に関する記述が確認できる。他の漢碑とも検証し 古来漢隷の第一と称せられ 最も名高いものは 孔廟禮器碑」であり 所謂性情形質二つながら兼ね備えた八分書中の傑作である。 」と記している。原拓や法帖蒐集につとめた鳴鶴先生の鑑識の高さに於いても、孔廟禮器碑の書品の高さは重要であることが垣間見られる。
比田井天来・明治五年一月二十三日（一八七二）～昭和十四年一月四日（一九三九） 、長野県出身。本名・鴻。その活動
は近代日本の書道界において新境地であったとされ、 「現代書道の父」と称され 。明治五年（一八七二）長野県北佐久郡協和村片倉で誕生。幼名は常太郎。明治二十年（一八八七）協和小学校卒。明治二十五年（一八九二）有隣義塾助教明治三十年（一八九七）前山村貞祥寺にて住職から上京修行を薦められ、そ 後上京。小石川哲学館入学 日下部鳴鶴に師事。 一年（一八九八）二松学舎に転学。渡辺沙鴎、久志本梅荘、若林快雪など 親交。明治三三 九〇〇 鴻と改名 雅号天来、別号画沙・大朴。明治三四（一九〇一）田中元子（小琴）と結婚。東京陸軍幼年学校教授。明治三六年（一九〇三）陸軍助教。以降明治四五年まで 大正二年（一九一三）出雲にて書会開催 この時期から剛毛短鋒筆による用筆法研究始まる。大正三年（一九一四）松田南溟との共同研究。大正四年（一九一五）東 高等師範学校習字科講師。大正五年（一九 六）内閣教育検定委員会臨時委員。鎌倉建長寺内正統庵 て古典研究 専念。大正六年（一九一七）
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母校協和小学校火災のため屏風百双会を開き売り上げの一部を寄付。日下部鳴鶴より、雑誌「書勢」 （大同書会）の経営を引き継ぐ。大正八年（一九一九）東京高等師範学校辞任。大正十年（一九二一） 「学書筌蹄・全二〇巻）刊行。大正十五年（一九二六）二月、台湾遊歴。九月、朝鮮遊歴。昭和五年（一九三〇）東京渋谷区代々木南山谷に書学院建設。 「書道全集」（平凡社）執筆。 「天来習作帖」 （雄山閣）発行 「朝鮮書道菁華」刊行。昭和六年（一九三一） 「書道春秋」 ・ 「実用書道」発刊。 「修正古法帖選」刊行 昭和七年（一九三二）東京美術学校師範科習字科講師。鎌倉書学院建設。昭和九年（一九三四）羊毛筆使用による用筆法研究。昭和十年（一九三五）台湾遊歴。昭和十一年（一九三六）出雲遊歴。十一月大連遊歴。昭和十二年（一九三七）大日本書道院創立。帝国芸術院会員。第一回大日本書道院展開催。昭和十三年（ 九三八）戊寅帖作品揮毫。万国博覧会顧問。 「天来翁書話」刊行・ 「天来先生戊寅帖」刊行。昭和十四年（一九三 ）一月四日没。法号 学院殿大誉万象居士。数多くの門人を輩出している
比田井天来は、自著の「天来習作帖」雄山閣発行（昭和五年）の中で、臨古所感とし次のように述べている。
「天来習作帖臨古所感天來道人
前年雄山閣主人から、書道講座に何か書いて貰いたひといふことであつたが、書學院の後援會から豫約してある本も、ま
だ延び々々になつて居る位であるから、斷つた積りで居た處が、本年の春、主人が出て見えて、約束 通り是非書い 貰ひたいとの催促があつたが、何のことか一向覺えがない。能く々々聞いて見ると 忙しいやうなら、前年後援會で發行した、學書筌蹄を再版させてくれ もよい、 いふことであつたの 、書く必要がないから、すつかり忘れ 居た。學書筌蹄は、五百部を限つた出 であるから、多くは出て居ないが、大分前 臨書で、古物を遣 のも心苦しいから、別にか ことにした次第である。臨書が多忙の爲に出來なければ、讀者に斷りをするから 自運でも、是非早くといふことであつたが、近年
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老人の仲間には入つて、自分の一家法が出來かけて來た爲か、臨書が若い時ほどよく似なくなつて、自運の方が容易ではあるけれども、書を學ぶ人の爲には、臨書の方がどれほど爲になるか判らない、故に豫告通り、各體を臨書することにしたのであ 。多忙中の臨書であるから、不充分の處 澤山あるのは致し方がない。之によつて學ばれる方は、原 と引比べて惡い處は眞似をしないやう して貰ひたい。 」
という記述が確認できる。 「近年老人の仲間には入つて、自分の一家法が出來かけて來た爲か、臨書が若い時ほどよく似
なくなつて・・・」という天来自身の一家法が出来てきている為か、臨書が若いとき程よく似なくなってきていてという天来自身の臨書学習の形の変化も垣間見られる。
その「天来習作帖」雄山閣発行（昭和五年）の帖中、臨古所感とし 韓
勑
造孔廟禮器碑について記しているので以下に示
す。「天来習作帖臨古所感韓
勑
造孔廟禮器の碑は、書道の上から、漢碑第一などどいふ評をして居るものもある。けれども、それは楊見山などの好む
所に阿つた説で、あてにはなら い。併しながら、漢碑中の輕妙なものとしては、第一に推さねばなるまい。此の筆意を、楷書又は草書を以て比 るときは、褚遂良の雁塔聖敎 序、及び虞世南 書 傳はつて居る積時帖 どと、同一系統に屬すべきものである。けれども、後者の精練には及ぶべくもない。漢隷 此外よいものが澤山あ 。 」という韓
勑
造孔廟禮器の碑に関する記述が確認できる。天来は、漢碑中の輕妙なものとして第一に推すとしている。またこ
の筆意を楷書、草書を以て比すると、褚遂良雁塔聖敎序、 び虞世南積時帖など 同一系統属すとしている。
挿図・１３「比田井天来臨魯相韓敕造孔廟禮器碑」の写真版は、大森書学院の高橋蒼石氏所蔵の作品を掲載、ご教示頂い
た。作品 サイズは、全紙胴切りを縦半分に折り その右側に三行に渡って書か て る。ちなみにその左側 、張遷碑
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が同じ字配りの三行十八文字が書かれている。本画宣でもかなり良質のものを使用している。天来二十七歳前後の臨書作品である。この時期は天来が鳴鶴入門後間近のもので、純羊毫長鋒筆による廻腕法で書かれているのがよく解かる。天来は、入門当時から二十数年、全て廻腕法で取り組んでおりその初期のものとなる。天来の廻腕法時代を知る上でも貴重な作品である。同時期の 手 ものは、魯相韓敕造孔廟禮器碑以外にも日中の書道史上大事と思わ るもの合わせて五十種類を二十五枚に書いている。天来が猛勉強していた古典のひとつに魯相韓敕造孔廟禮器碑がある意味は大き 伸びのある筆致で、他の漢碑 比べ細目 線で解釈され表現されている。線の質も非常 繊細で力強い。これら臨 作品については、天来のこれ以降 学書の姿勢 窺える。漢隷では、北海 景君碑、石門頌などが含まれている。また日本のものでは、道澄寺鐘銘や伊都内親王願文。中国のものでは、宋代の黄山谷も入っている。宋時代までは、習ってみることが大切と示し おられる。鳴鶴入門が明治三十年であり、そ 後約二十五年間は によ 書作品制作をなさ の様なも もあり大正十年からは剛毛による古法再発見による学書筌蹄に展開し いく。また 本紙に赤い滲みがある で印泥 後か伺ってみると、中国赤宣紙 付箋が付いていたが、それを取り除いたとのこと。その赤付箋は五十枚有り 各古典 名称 書 れている。その題名入りの赤 も実見させて頂 たが、天来自身による小筆を使用した墨書き あった。楷書であ が小さいながらも凛 した文字である。天来は、赤色を好んで使用していた か。 赤色が好きだった影響 の 。中国趣味的なところが垣間見ら 現に、筆の根本を 糸で縛ったものが数多く残って る こ も楊守敬の もしれない。
挿図・１４「比田井天来臨魯相韓敕造孔廟禮器碑」の写真版は、昭和五年（一九三〇）発行の「天来習作帖」 （雄山閣）
から掲載させていただいた。この帖では、 「父丁
卣
・史頌
匜
・
虢
季子白盤・始皇詔版・礼器碑・
閣頌・爨宝子碑・陸機平
復帖・索靖月儀帖・王羲之姨母帖・初月帖・適太常帖・四月二十三日帖・王献之鴨頭丸帖・牛橛造像記・張猛龍碑・王慈柏酒帖・汝比可也帖・尊体安和帖・伯智熱甚 ・虞世南孔子廟堂碑・欧陽詢九成宮醴泉銘・褚遂良雁塔聖教序・張旭五言詩
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帖・顔真卿東方朔画讃・竹山聯句・文殊帖・争坐位稿・懐素蔵真帖・律公帖・自叙帖・米芾値夜帖・楊維楨五言詩帖」の三十三種の古典を扱っている。古碑帖を書道史上の順番で掲載した天来晩年時の臨書集帖である。大正十年（一九二一）～大正十二年（一九二三）完結「学書筌蹄・全二〇巻」 （原本は、天来記念館収蔵）とは又ひと味違った表現の臨書帖。大正五年からの 数年で、天来自身の価値観も変化してきていると考えられる。ちなみに、印刷所に廻した原本は 在確認できていない。魯相韓敕造孔廟禮器碑の臨書も数種伝わる。
挿図・１５「比田井天来臨魯相韓敕造孔廟禮器碑」の写真版は、天来習作帖揮毫当時、一緒に書いた別本である。大森書
学院高橋蒼石氏所蔵の作品を掲載 ご教示頂いた。この間も天来は、数回に渡って書いているのだろうと考えられる。氏によると、二番唐紙に栄寿堂 油煙墨に少々唐墨 松煙を混ぜ合せた墨で書 ているとのこと 筆は、現在 華蔵山主珍玩に近い物を使用。硬めの兼剛筆である。習作帖は、天来後半世の臨書学習の形とし 取り組んだものである。古碑帖の見方が反映してい 貴重なものである 大正 の自ら編集刊行し 「学書筌蹄・全二〇巻」大正十年（一九二一）～大正十二年（一九二三）完結（原本は、天来記念館収蔵）の臨書群で考察なされた結果、重要と考えていたのではないだろうか。天来は、大正二年頃から剛毛筆短鋒を使用した古法 研究 進めている。原帖の呼吸を追いながら形意共、写実に徹する態度をよく学ぶことができる。痛烈な筆力は天来独自のも 。このような天来の姿勢が、より真に迫った数多くの臨書を残 ことが出来たのだろう。
川谷尚亭（明治十九年・一八八六～昭和八年 一九三三） 。高知県出身。名は賢三郎。字大道。近藤雪竹に師事。雪竹門
下の麒麟児と嘱目される。大正五年（一九一六） 、高坂高等女子学校 教諭。同七年（一九一八）上京、三菱造船会社 入社。在京中に日下部鳴鶴、丹羽海鶴、比田井天来らの薫陶を受け 同 三 甲子書道会を設立。 「書之研究」創刊。以後没するまでの八年間、書の研究と普及に精力的に取り組む。
尚亭先生の自著「書道講習録」川谷賢編輯、甲子書道會発行（大正十五年七月）の中に、隷書の碑版法帖で魯相韓勅造孔
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廟禮器碑を扱っているので、以下に示す。「書道講習録魯相韓勅造孔廟禮器碑（永壽二年皇紀八一六年）山東曲阜古来漢碑中第一の隷と称せれたもので精妙厳正を極めたものであります。 」という魯相韓勅造孔廟禮器碑に関する記述が確認できる。 「古来漢碑中第一の隷と称され、精妙厳正を極めたものである」とし、その価値についての重要性を示しておられる。
また同じく、尚亭の自著「書道史大観」甲子書道会発行（大正十五年）の中に、魯相韓勅造孔廟禮器碑を扱っているので
以下に示す。「書道史大観魯相韓勅造孔廟禮器碑清の藩孺初はこの碑を稱 て方整峻潔、楷の廟堂、醴泉の如く自らこ 分書の正宗といつてゐる。まことに分書の森嚴を極めたも である漢碑中第一 するのも尤であらう。碑隂は多少酒落、また峻險を加へて頗る情趣の富んだ處がある。 」という魯相韓勅造孔廟禮器 に関 記述が確認できる。清時代 藩孺初の批評を引用し、漢碑中第一としている。また碑隂につ てまでも触れられ、多少酒落、峻險を加へて頗る情趣の富んだところがあるとしている。結論「魯相韓勅造孔廟禮器碑」の一文字ひと文字の筆意考証を実践臨書を通じおこなってきた訳であるが、波磔・左軽右重・転折部分・空間・結体などの検証を通し、魯相韓敕造孔廟禮器碑独自の呼吸やリズムを確認することができた。平面と立体、この二つの動きをもって形 なり書となってくると考える。それぞれの文字の中身の構造とその受け応え 重要で、 上
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の動きだけでは形にならない（臨書にならない）ことが確かめられた。また近代大家の魯相韓勅造孔廟禮器碑についての研究・臨書作品などを検証し、その同一対象に於ける大家それぞれの価値観を学ぶことができた。付記○挿図・６～１２の「魯相韓敕造孔廟禮器碑」の写真版は、 「 跡名品叢刊・漢禮器碑」 （二玄社刊）より掲載。○挿図・１１の「九成宮醴泉銘」の写真版は、 「書跡名品叢刊・九成宮醴泉銘」 （二玄社刊）より掲載。○挿図・１３、 １５の「比田井天来臨魯相韓敕造孔廟禮器碑」の写真版は、高橋蒼石氏所蔵の作品を掲載。○挿図・１４の「比田井天来 魯相韓敕造孔廟禮器碑」の写真版は、 「天来習作帖」雄山閣発行（昭和五年）より掲載。参考文献書道全集（平凡社） 、書道基本名品集（雄山閣） 、中国書道事典（雄山閣） 、中国書道辞典（木耳社） 、中国書道文化辞典（柳原出版） 、図解書道史（省心書房） 、文物（文物出版社） 、中国書法編集組編（文物出版社） 、漢碑全集（河南美術出版社） 、金石文考略（台湾商務印書館） 、虚舟題跋
 竹雲題跋（中国芸術文献叢刊） 、学書邇言
疏釈（西東書房） 、中国法書ガイド（二玄社） 、中国書論大系（二玄社） 、書跡名品叢刊（二玄社） 、書宗院報（書宗院） 、書宗院研究会報（書宗院研究会） 、書品（東洋書道協会） 、鳴鶴先生叢話（昭文堂） 、書訣 文會堂 店） 、学書筌蹄（雄山閣） 天来習作帖（雄山閣） 、天来翁書話（飯島書店） 、書之研究（甲子書道会） 、書道史大観（甲子書道会） 、書道講習録（甲子書道會） 、テキストシリーズ（天来書院） 、これだけは学びたい書の古典（ 院） 、臨 ＤⅤＤブック（天来書院）英文タイトルR
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挿図・６「
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